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■消防署と合同で入念に点 

 昨年９月に引座川（平川市内）で、１２月に鳥谷川

（中泊町内）でそれぞれ大規模油類タンクを所有

している事業者の敷地内から、地上配管の損傷に

よる油流出事故が発生したことを受け、岩木川水

系水質汚濁対策連絡協議会（※１）と五所川原地区

消防事務組合は油流失防止に向けた合同点検を

実施しました。 

(※１)国土交通省・経済産業省・青森県・流域市町村等関係機関で構成 

■東北地方整備局管内では 

         めての合同点検 

 点検は、１月１６日に行われ、事業者にチラシを配

布して注意喚起すると共に、屋外にある油類タン

クの設置状況、開栓部・接続部の緩み、配管の状況

等の確認を行いました。 

 東北地方整備局管内で 

初の取組みとなった今回 

の合同点検を踏まえ、事 

業者の意識向上と事故発 

生後の連絡体制の充実を一層図っていきます。 
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富士電機津軽セミコンダクタ株式会社 
 安全環境渉外担当 木村一秋 氏 

「除雪にあたって容易に識別できるような標識を立

てて除雪機が入らないように対策を講じています。 

 油断すると除雪だけでなく、色んなケースで（油

が）漏れる可能性があるので通常の定時点検がしや

すい配管の構造が好ましいと思っています。  

 毎日点検していますし、すぐ処置できるような体制

を取っておくのが大事ではないかと思います。 

 今後も今までやってきていた点検などを継続的に

やっていくのが大事だと思いますし、除雪に関しては

実施する前に除雪業者と打合せで「入ってはいけな

い場所」「注意点」 「標識など見えなくなっていない

か」などを点検して分かり易い状態を保つことが大

事だと思っています」 
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